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信
大
が
伊
那
市
で
実
証
研
究
へ

信
州
大
学

（本
部

・
松
本
市
）
は
２‐
日
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
か
ら
２

０
２
０
年
に
打
ち
上
げ
予
定
の
先
進
光
学
衛
星
の
利
用
検
討
を
行
う
た
め
、
同
大
山
岳
科
学
研

究
所

（南
箕
輪
村
）
の
加
藤
正
人
教
授
が
開
発
し
た
知
財
技
術
を
用
い
て
、
松
く
い
虫
被
害
な

ど
を
把
握
す
る
実
証
研
究
を
、
県
や
伊
那
市
、
松
本
市
、
北
信
州
森
林
組
合

（中
野
市
）
と
連

携
し
て
行
う
と
発
表
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（登
内
博
友
）

「感
染
木
」特
定
し
拡
大
防
止

JAXAか ら受託した実証研究について説明する信大山岳科学

研究所の加藤正人教授 (0か ら2人目)=松本市の信州大学

信
大
と
松
本
市
が
人
工
衛
星
を

利
用
し
た

「松
く
い
虫
被
害
区

分
」
な
ど
の
研
究
成
果
と
技
術
が

評
価
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
先
進

光
学
衛
星
に
搭
載
す
る
大
型
化

・

高
性
能
化
セ
ン
サ
ー
を
林
業
分
野

に
生
か
す
研
究

（単
木
の
樹
種
分

類
、
松
く
い
虫
の
被
害
区
分
）
を

受
託
し
た
。

実
証
研
究
の
う
ち
、
松
く
い
虫

被
害
の
区
分
は
、
伊
那
市
と
松
本

市
で
行
い
、
有
用
性
の
評
価
を
行

う
。
商
業
衛
星
の
画
像
デ
ー
タ
で

被
害
区
分
算
定
装
置
な
ど
を
用
い

て
被
害
の
な
い

「健
全
木
」
と
松

枯
れ
の
可
能
性
が
あ
る

「感
染

木
」
、被
害
に
遭
っ
た

「枯
死
木
」

に
区
分
け
す
る
。
伊
那
市
で
は
１

０
０
平
方
議
房
の
森
林
で
衛
星
デ

―
夕
の
解
析
を
行
い
、

■
囲
胴
団
閣
日
間
自
日
一
陸
域
観
測
技
術
衛
星

「だ
い
ち
」
の
後
継

衛
星
。
大
型
化

・
高
性
能
化
し
た
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
、
広
い
観
測
幅
（７０

よ
）
と
高
い
地
上
分
解
能
を
持
つ
。
地
理
空
間
や
防
災

・
災
害
利
用
の
ほ

か
、
環
境
保
全
へ
の
利
用
、
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

に
有
効
な
感
染
木
を
抽
出
す
る
計

画
だ
。

松
く
い
虫
被
害
の
調
査
は
目
視

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
誤
差
や
見

落
と
し
な
ど
も
あ
り
、
被
害
を
区

分
け
す
る
の
は
不
可
能
と
い
う
。

会
見
で
加
藤
教
授
は

「独
自
開
発

し
た
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
い
ち

早
く
感
染
木
を
特
定
し
て
伐
採
、

処
理
で
き
る
」
と
被
害
の
拡
大
防

止
に
役
立
つ
と
述
べ
た
。

２
０
１
６
年
に

「５０
年
の
森
林

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
林
業
の

産
業
化
に
も
取
り
組
む
伊
那
市
の

白
鳥
孝
市
長
は

「新
し
い
シ
ス
テ

ム
に
大
変
期
待
し
て
い
る
。
伊
那

市
は
マ
ツ
タ
ケ
山
が
多
く
あ
り
、

守
っ
て
い
き
た
い
。
感
染
木
を
仕

分
け
す
る
こ
と
で
効
率
よ
く
作
業

が
出
来
る
」
と
話
し
た
。

単
木
の
樹
種
分
類
は
北
信
州
森

林
組
合
で
実
施
す
る
。村

館
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